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【主な業務内容】

◆人材派遣ビジネス
明治学院（明治学院大学、高等学校、中学校等）及び教育機関
や他学校を中心に学校事務に特化した人材派遣を行っています。
学校関連企業として相応しい質の高いサービスの提供に努めて
います。

◆明治学院白金チャペルでの結婚式
当事者のいずれかが、同窓生、現・元教職員、法人役員また

はそれらの近親者の方であればお申し込みいただけます。本学
はプロテスタントのキリスト教信仰を建学の精神としており、
礼拝に準じる儀式としての挙式を行います。

◆学生総合保険・海外旅行傷害保険・火災保険・自動車保険（バ
イクを含む）・医療保険などの代理店業務を行っています。

◆白金校舎パレットゾーンの食堂・横浜
校舎のインターナショナルカフェの運営
管理をしています。

◆新入生．在校生に対するお部屋探し・
住替えのご相談受付、明治学院大学女子
寮「セベンレンス館」の運営管理をして
います。

◆大学ロゴグッズ、バッハアカデミーの
CD、自動販売機での飲料の販売をしてい
ます。
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［ このページに関するお問い合わせ ］ 明治学院同窓会事務局 ☎03-5421-5190 meijigakuin@meijigakuin-dosokai.jp

同窓会の役員の任期は、一期3年で
再任を妨げないが、同役は2期までと
決められております。
昨年の役員選考委員会により改選され、
評議員会で承認された新役員を紹介いたします。

会長、副会長、理事、評議員などの
改選について
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各
委
員
会
委
員
長

［ 財務委員会 ］

長岡 宣好
（1970年東村山高等学校卒業）

［ 情報委員会 ］

中田 孝彦
（1975年経済学部卒業）

［ 企画委員会 ］

桑原 清文
（1972年法学部卒業）

［ 支部委員会 ］

平田 秀春
（1968年商学部卒業）

［ 総務委員会 ］

永井 　彪
（1968年経済学部卒業）

芝
間   

衛

同
窓
会
副
会
長

（
1
9
6
9
年
経
済
学
科
最
終
）

同窓会副会長

芝間   衛
（1969年経済学科最終）

D o s o k a i
I n f o r m a t i o n

同
窓
の
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に
拡
大

し
、
日
本
で
は
東
京
五
輪
が
延
期
に
な

り
、
首
相
は「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
出
し

ま
し
た
。
こ
の
国
難
の
中
、
2
0
2
0
年

度
の
同
窓
会
は
竹
越
会
長
に
よ
る
二
期
目

が
始
動
し
ま
す
。
大
き
な
テ
ー
マ
は「
同
窓

会
と
校
友
会
の
一
本
化
」が
あ
り
ま
す
。

同
窓
生
の
交
流
、
情
報
交
換
、
友
好
の
場
と

し
て
ス
リ
ム
化
し
、
活
性
化
が
成
れ
ば
母

校
発
展
に
も
寄
与
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。

私
は
聖
学
院
大
学
院
で
政
治
政
策
を
学

び
、
大
宮
市
会
議
員
時
代「
平
成
の
大
合
併
」

大
宮
・
浦
和
・
与
野
三
市
合
併
を
成
し
、

1
2
0
万
の
政
令
指
定
都
市
の
誕
生
に
大

宮
代
表
委
員
と
し
て
尽
力
し
た
経
験
が
あ

り
ま
す
の
で
、
力
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

昨
年
秋
の
叙
勲
で
天
皇
陛
下
に
拝
謁
の
際

「
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
注
意
し
て
長
生
き
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
言
葉
を
賜

り
ま
し
た
。
皆
様
健
康
に
ご
留
意
を
。

日
々
新
し
い

挑
戦
で
す

同窓会副会長

森野 光生
（1974年経済学部卒業）

竹
越
会
長
が
１
期
目
に
掲
げ
た
目
標
の

一
つ
で
あ
っ
た
「
東
京
都
内
の
支
部
の
空

白
地
域
を
解
消
す
る
」
こ
れ
は
実
現
し
ま

し
た
。
も
う
一
つ
の
「
オ
ー
ル
明
治
学
院

校
友
会
構
想
」
に
つ
い
て
は
全
国
で
開
か

れ
て
い
る
各
地
交
友
会
（
校
友
会
）
が
支

部
総
会
（
同
窓
会
）
と
合
同
で
開
か
れ
る

と
い
う
よ
う
な
協
力
関
係
が
芽
生
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

一
方
私
自
身
こ
の
３
年
間
、
校
友
会
と

の
関
係
を
見
て
き
た
中
で
問
題
点
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
我
「々
同
窓
会
」
の
目
的

と「
明
治
学
院
大
学
校
友
会
」
の
目
的
は

本
来
同
じ
は
ず
で
す
。（
対
象
が
大
学
単

独
と
言
う
こ
と
以
外
は
）。
で
あ
る
な
ら

ば
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
目
的
達
成
に
向
け
て
努
力
を

重
ね
る
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ー
ル
校
友
会
構
想
の

実
現
に
向
け
て

同
窓
会
が
目
指
し
て
い
る
方
向
と
大
学

校
友
会
が
目
指
し
て
い
る
大
き
な
方
向
は

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
話
し

合
い
を
重
ね
、
お
互
い
に
や
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
各
組
織

が
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
共
有
し

て
、
大
き
な
視
点
で
一
つ
の
方
向
性
を
目

指
し
ま
す
。

支
部
活
動
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
て

3
年
前
に
掲
げ
た
約
９
0
0
0
名
の
東

京
の
空
白
地
域
の
解
消
を
目
指
し
、

2
0
1
7
年
9
月
に
城
東
支
部（
７
区
|

台
東
、
墨
田
、
荒
川
、
足
立
、
江
東
、
葛

飾
、
江
戸
川
）
が
、
続
い
て
翌
年
9
月
に

城
北
支
部（
4
区
|
北
、板
橋
、豊
島
、練

馬
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
同
窓
会

1
1
5
年
目
に
全
国
す
べ
て
の
同
窓
生
の

地
域
支
部
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
地
域
支
部
に
力
を
注
ぎ
、

同窓会会長

竹越 浩一
（1964年高等学校卒業）
（1968年経済学部卒業）

第
二
次
竹
越
政
権
を

支
え
ま
す

同窓会副会長

中野   薫
（1986年法学部卒業）

大
学
校
友
会
や
各
関
係
者
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
動
い
て
参
り
ま

し
た
が
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援

や
体
育
会
各
部
の
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
現
役
学
生

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
同
窓
会
が

大
学
と
共
に
構
築
で
き
れ
ば
、「
オ
ー
ル

明
治
学
院
校
友
会
」は
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
明
治
学
院
同
窓
会
全

国
支
部
、
サ
ー
ク
ル
同
窓
会
、
職
域
同
窓

会
、
ゼ
ミ
同
窓
会
、
年
次
同
窓
会
、
中
・
高

同
窓
会
、
学
部
同
窓
会（
学
会
）、
各
同
窓
生

の
協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

全
同
窓
生
が「
オ
ー
ル
明
学
生
」と
し

て
、「D

o for O
thers

」の
精
神
の
も
と
に

結
束
し
、
さ
ら
な
る
組
織
力
を
持
っ
て
母

校
の
た
め
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。「
オ
ー
ル
明
治
学

院
校
友
会
」設
立
が
母
校
の
発
展
に
結
び

つ
く
の
は
確
か
な
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。

オ
ー
ル
明
学
生

精
神

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

同
窓
会
新
体
制
で
目
指
す
も
の

同
窓
生
の
縦
横
の
つ
な
が
り
を
密
に
し

て
、
全
国
ど
こ
で
も
、
一
人
で
も
地
域
支

部
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
交
流
を
広
げ
て

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
か
れ
た
同
窓
会

各
校
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
・
愛
好
会
・
ゼ

ミ
の
OB
会
、
ま
た
卒
後
の
職
域
団
体
で
あ

る
ホ
テ
ル
白
金
会
・
不
動
産
白
金
会
・
ヘ

ボ
ン
経
済
人
会
・
出
版
白
金
会
、
学
校
単

位
の
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
県
人
会
な
ど

あ
ら
ゆ
る
組
織
が
縦
横
に
つ
な
が
り
、
学

生
時
代
に
ク
ラ
ブ
、
愛
好
会
、
ゼ
ミ
な
ど

に
参
加
し
て
し
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
同

窓
生
も
、
明
治
学
院
と
い
う
繋
が
り
で
一

人
で
も
参
加
し
易
い
同
窓
会
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
同
窓
生
の
一
人
が
、
先

日
、
東
京
城
北
支
部
総
会
へ
参
加
者
し

「
参
加
す
る
に
は
勇
気
が
い
る
し
実
際

ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
け
ど
、
勇
気
を

奮
っ
て
来
て
良
か
っ
た
」
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

明
治
学
院
の
礎
を
築
い
た

宣
教
師
た
ち
に
つ
い
て
考
え
る

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
明
治

学
院
の
宣
教
師
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
、
こ

れ
か
ら
三
年
間
、
様
々
な
角
度
か
ら
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
活
動

同
窓
会
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
「
明
治
学

院
同
窓
会
を
ご
存
知
で
す
か
？
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
2
0
2
0
年
3
月
に
制
作
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
卒
業
式
で
新
卒
業
生

全
員
に
配
布
（
2
0
2
0
年
3
月
は
卒
業

式
中
止
）す
る
他
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
全
国
す
べ
て
の

同
窓
会
関
係
者
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
印
刷
物
も
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

リード…8文字2行まで
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目
指
し
、

2
0
1
7
年
9
月
に
城
東
支
部（
７
区
|

台
東
、
墨
田
、
荒
川
、
足
立
、
江
東
、
葛

飾
、
江
戸
川
）
が
、
続
い
て
翌
年
9
月
に

城
北
支
部（
4
区
|
北
、板
橋
、豊
島
、練

馬
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
同
窓
会

1
1
5
年
目
に
全
国
す
べ
て
の
同
窓
生
の

地
域
支
部
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
地
域
支
部
に
力
を
注
ぎ
、

同窓会会長

竹越 浩一
（1964年高等学校卒業）
（1968年経済学部卒業）

第
二
次
竹
越
政
権
を

支
え
ま
す

同窓会副会長

中野   薫
（1986年法学部卒業）

大
学
校
友
会
や
各
関
係
者
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
実
現
に
向
け
て
動
い
て
参
り
ま

し
た
が
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援

や
体
育
会
各
部
の
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
な
ど
を
通
し
て
、
現
役
学
生

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
同
窓
会
が

大
学
と
共
に
構
築
で
き
れ
ば
、「
オ
ー
ル

明
治
学
院
校
友
会
」は
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
明
治
学
院
同
窓
会
全

国
支
部
、
サ
ー
ク
ル
同
窓
会
、
職
域
同
窓

会
、
ゼ
ミ
同
窓
会
、
年
次
同
窓
会
、
中
・
高

同
窓
会
、
学
部
同
窓
会（
学
会
）、
各
同
窓
生

の
協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

全
同
窓
生
が「
オ
ー
ル
明
学
生
」と
し

て
、「D

o for O
thers

」の
精
神
の
も
と
に

結
束
し
、
さ
ら
な
る
組
織
力
を
持
っ
て
母

校
の
た
め
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。「
オ
ー
ル
明
治
学

院
校
友
会
」設
立
が
母
校
の
発
展
に
結
び

つ
く
の
は
確
か
な
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。

オ
ー
ル
明
学
生

精
神

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

同
窓
会
新
体
制
で
目
指
す
も
の

同
窓
生
の
縦
横
の
つ
な
が
り
を
密
に
し

て
、
全
国
ど
こ
で
も
、
一
人
で
も
地
域
支

部
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
交
流
を
広
げ
て

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
か
れ
た
同
窓
会

各
校
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
・
愛
好
会
・
ゼ

ミ
の
OB
会
、
ま
た
卒
後
の
職
域
団
体
で
あ

る
ホ
テ
ル
白
金
会
・
不
動
産
白
金
会
・
ヘ

ボ
ン
経
済
人
会
・
出
版
白
金
会
、
学
校
単

位
の
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
県
人
会
な
ど

あ
ら
ゆ
る
組
織
が
縦
横
に
つ
な
が
り
、
学

生
時
代
に
ク
ラ
ブ
、
愛
好
会
、
ゼ
ミ
な
ど

に
参
加
し
て
し
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
同

窓
生
も
、
明
治
学
院
と
い
う
繋
が
り
で
一

人
で
も
参
加
し
易
い
同
窓
会
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
同
窓
生
の
一
人
が
、
先

日
、
東
京
城
北
支
部
総
会
へ
参
加
者
し

「
参
加
す
る
に
は
勇
気
が
い
る
し
実
際

ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
け
ど
、
勇
気
を

奮
っ
て
来
て
良
か
っ
た
」
と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

明
治
学
院
の
礎
を
築
い
た

宣
教
師
た
ち
に
つ
い
て
考
え
る

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
明
治

学
院
の
宣
教
師
た
ち
に
焦
点
を
あ
て
、
こ

れ
か
ら
三
年
間
、
様
々
な
角
度
か
ら
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
活
動

同
窓
会
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
「
明
治
学

院
同
窓
会
を
ご
存
知
で
す
か
？
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
2
0
2
0
年
3
月
に
制
作
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
卒
業
式
で
新
卒
業
生

全
員
に
配
布
（
2
0
2
0
年
3
月
は
卒
業

式
中
止
）す
る
他
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
全
国
す
べ
て
の

同
窓
会
関
係
者
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
印
刷
物
も
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
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【主な業務内容】

◆人材派遣ビジネス
明治学院（明治学院大学、高等学校、中学校等）及び教育機関
や他学校を中心に学校事務に特化した人材派遣を行っています。
学校関連企業として相応しい質の高いサービスの提供に努めて
います。

◆明治学院白金チャペルでの結婚式
当事者のいずれかが、同窓生、現・元教職員、法人役員また

はそれらの近親者の方であればお申し込みいただけます。本学
はプロテスタントのキリスト教信仰を建学の精神としており、
礼拝に準じる儀式としての挙式を行います。

◆学生総合保険・海外旅行傷害保険・火災保険・自動車保険（バ
イクを含む）・医療保険などの代理店業務を行っています。

◆白金校舎パレットゾーンの食堂・横浜
校舎のインターナショナルカフェの運営
管理をしています。

◆新入生．在校生に対するお部屋探し・
住替えのご相談受付、明治学院大学女子
寮「セベンレンス館」の運営管理をして
います。

◆大学ロゴグッズ、バッハアカデミーの
CD、自動販売機での飲料の販売をしてい
ます。

2020
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